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問診メ ソッ ド を用いた医療コミ ュニケーショ ン教育の実践～ロールプレイによる客観的評価より ～

小川　 進（ こ こ ろ整骨院）

key words： 柔整教育、 問診メ ソ ッ ド 、 ロ ールプレ イ 、 医療コ ミ ュ ニケーショ ン

【 背景】1990 年代以降、 我が国において医療従事者には臨床における コ ミ ュ ニケーショ ン ス キルが強く 求めら れる よ う にな
り 、 医学教育における 最小必須要件にも「 コ ミ ュ ニケーショ ンス キルの習得」が挙げら れている 。 し かし ながら 柔道整復領域
では、 未だコ ミ ュ ニケーショ ン 教育が進んでいる と はいえない。 本研究では柔道整復師養成校における 医療コ ミ ュ ニケー
ショ ン教育と し て、 ロ ールプレ イ と 問診メ ソ ッ ド によ る 学習方法を 実施し 、 学生の評価によ り その内容を 検討し た。【 方法】
2020 年 9 月 25 日、 A 専門学校において、 コ ミ ュ ニケーショ ン ス キル向上のための講義を 実施し た。 対象は 1 年生の 2 ク ラ
ス であり 、 1 ク ラ ス 90 分の講義を 実施。 実習内容はロ ールプレ イ 形式で、 患者・ 施術者・ 観察者役を 設け、 それぞれの役
割を 全員が体験する と いう も のである 。 ロ ールプレ イ は 2 回実施、 2 回目ロ ールプレ イ は小川（ 2020）の作成し た「 柔道整復
師用問診メ ソ ッ ド 」に従っ て行い、 1・ 2 回目それぞれの、 患者役から 見た施術者の評価を 評価用紙へ記入。 統計解析は 1 回
目と 2 回目の各質問項目の平均点数を、 対応のある t 検定にて算出し 有意差を 求めた。【 結果】参加し た学生は男性 37 名、
女性 17 名、 合計 54 名、 平均年齢 19.7 歳±4.74 であ っ た。 ロ ールプレ イ 1 回目と 2 回目の各質問項目の平均点数を 、 対応
のある t 検定にて解析を 実施し た結果、 全ての項目において 2 回目の平均点数が有意に高値と なっ た 。【 考察】本研究の結果
から 、 ロ ールプレ イ によ る 医療コ ミ ュ ニケーショ ン 実習の有効性およ び、 柔道整復師用問診メ ソ ッ ド（ IMJT）に沿っ た問診
が、 よ り 患者と のコ ミ ュ ニケーショ ンを 良好と 感じ さ せる 可能性が示唆さ れたも のと 考える 。
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臨床実習の評価と 課題 -実習形態の違いのよる比較検討-

中川達雄、 萩原有紗、 中川貴雄（ 宝塚医療大学　 保健医療学部　 柔道整復学科）

key words： 臨床実習、 オンデマンド 、 CS 分析、 テキス ト マイ ニング、 柔道整復教育

【 目的】本研究はコ ロ ナ禍での臨床実習における 学生の満足度評価や改善点について、 オンデマンド 実習と 対面実習の比較検
討する こ と を 目的と する 。【 方法】対象は医療大学 4 年生 51 名（ 21.5±0.5 歳）であっ た。 臨床実習は、 実際の問診・ 検査・ 施
術ま での流れを 収録し たオンデマンド 実習条件と 、実際に対面で実習を行う 対面実習条件の 2つの条件で臨床実習を 実施し 、
実習終了後にアン ケート 調査を 受けた。 アン ケート は満足度に対する 選択式アン ケート と し、 4 段階リ ッ カート 尺度を 用い
て評価し 、 それぞれの実習に関する 感想の記述式アンケート も 実施し た。 選択式アンケート は、 Customer Satisfaction 分析

（ 以下CS 分析）を実施し 、記述式アンケート には、テキス ト マイ ニング（ KH Coder3）を 用いて頻出語の抽出と 共起ネッ ト ワ ー
ク 分析を 実施し た。【 結果】CS 分析の結果、 オン デマン ド 実習の満足度と 関連し た重点維持項目は「 グ ループで協力し て臨
床推論ができ たか」「 様々な症例は見れたか」「 積極的に取り 組めたか」の項目であった。 改善が必要な重点改善項目は「 柔道整
復師と し て仕事をする ための自信は芽生えたか」であった。 一方、 対面実習では、 重点維持項目と し て「 適切な臨床推論がで
き たか」「 様々な症例は見れたか」「 普段の学習よ り 取り 組む意欲が高ま っ たか」の項目であ っ た。 重点改善項目の該当はな
かっ た。 テキス ト マイ ニングの結果、 実習を 終えた感想において、 2 つの実習で共通し た頻出語句は、 患者、 治療、 疾患、
問診などの語句であっ た。 オンデマンド 実習独自では、 考える 、 知識、 症例など の語句が、 対面実習独自では、 臨床、 経験、
先生などの語句が抽出さ れた。【 結語】実習形態の違いにおける 満足度の特徴と 課題点や共通点を 見出だせた。 今後はそれぞ
れの改善策を 検討し 、 特徴を 活かし た実習形態を 組合せて行う 必要性が示唆さ れた。

2 −  B −  3
柔道整復師学校養成施設の学生における臨床実習のスト レス調査 -学年別実習形態の違いに着目し て-

渡邉　 学、 久保山和彦、 白石　 聖、 石山信男、 樋口毅史、 松田康宏、 服部辰広、 小林喜之、 伊藤　 譲（ 日本体育大学　 保
健医療学部　 整復医療学科）

key words： 臨床実習、 ス ト レ ス 、 状態－不安尺度（ STAI）、 唾液アミ ラ ーゼ活性、 加速度脈波測定

目的　 本研究は、 臨床実習での学年別における 学生のス ト レ ス 調査を 実施し た。 学年別における 実習形態の違いが、 学生へ
のス ト レ ス に及ぼす影響を検討し たので報告する 。 方法　 対象は、 見学実習を 実施し た 2 年生 88 名、 臨床評価・ 臨床技能（ 模
擬診療型）を 実施し た 3 年生 80 名、 総合（ 診療参加型）を 実施し た 4 年生 84 名と し 、 臨床実習の開始前と 終了後に測定を 実
施し た。 心理学的指標では、 状態-特性不安尺度［ STAI］を 用いて測定し た。 生理学的指標においては、 加速度脈波測定［ アル
テッ ト ］を 用いて自律神経機能を 測定し た。さ ら に生化学的指標と し て、唾液アミ ラ ーゼ活性測定［ 唾液アミ ラ ーゼモニタ ー］
を 用いて急性ス ト レ ス を 測定し た。 各項目の実習前後の数値を Wilcoxon の符号付順位検定なら びに実習前後の人数を X

2
検

定にて検討し た。（ p＜0.05）結果　 2 年生の見学実習では STAI と 加速度脈波で実習前に有意な上昇が認めら れた 。 3 年生の
模擬診療型実習では STAI が実習後に有意な上昇が認めら れたが、 加速度脈波では実習前に有意な上昇が認めら れた。 4 年
生の総合実習では STAI が実習後に有意な上昇が認めら れた。 各項目の高ス ト レ ス 群と 判定さ れる 人数は、 4 年生の実習後
に多い傾向が示唆さ れた。 考察　 2 年生では初めて実施さ れる 臨床実習と なる ため、 心理学的指標と 生理学的指標にて実習
前のス ト レ ス が高い傾向が抽出さ れたと 考える。 3 年生では実習内容が、 よ り 実務に近い実習プロ グラ ム内容から 実習前と
実習後にそれぞれのス ト レ ス にて高い傾向が抽出さ れたと 考える。 4 年生では、 実習内における 実務経験にて心理学的指標
が実習後に高い傾向が抽出さ れたと 考える 。 従っ て、 学年別における 臨床実習の経験によ る 差およ び学年別の実習形態にお
ける 実習プロ グラ ム内容など が、 学生へのス ト レ ス に影響を及ぼし ている 可能性が示唆さ れた。
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2 −  B −  4
柔道整復師卒後臨床研修の意義および必要性についての検討

久保寺悠喜、 伊藤　 譲、 光宗あかり 、 祁答院隼人、 大石有希子、 栫井志歩、 若松純哉、 江尻百那味、 高須勇斗、 中野花菜
（ 日本体育大学ス ポーツ キュ アセンタ ー横浜・ 健志台接骨院）

key words： 卒後臨床研修制度、 卒後教育

【 目的】柔道整復師の卒後臨床研修制度は、 平成 17 年度に公益財団法人柔道整復師研修試験財団によ っ て開始さ れたが、 平
成 29 年度に廃止さ れた。 現在、 柔道整復師に対する 卒後教育は、 制度化や義務化はさ れていない。 し かし 、 柔道整復の質
や臨床能力の向上には卒後教育は必要不可欠である 。 そこ で、 われわれは柔道整復師の卒後臨床研修制度の意義およ び必要
性についてアンケート 調査を 行っ たので報告する 。【 方法】対象は、 無作為に抽出し た柔道整復師学校養成施設（ 以下、 養成
施設）に勤務する 柔道整復師免許を 有する 教員と し た 。 アンケート は、 Google フ ォ ームを 用いて作成し た。 内容は、 卒後臨
床研修制度についての認知度や必要性、 養成施設卒業後 1 年目に研修する べき 内容など 計 14 問と し た。 アン ケート 収集期
間は、 2022 年 8 月 1 日から 8 月 21 日ま でと し た。【 結果】アンケート の回答件数は、 46 件であっ た。 卒後臨床研修制度の認
知度は 100％（ 46 件）で、 廃止さ れたこ と の認知度は 73.9％（ 34 件）であっ た。 養成施設卒業後の能力で基本的な業務が遂行
でき る か、について「 不十分である 」が 91.3％（ 42件）であっ た。臨床1年目に研修する べき 内容と し て、「 プラ イ バシーの保護、
イ ン フ ォ ーム ド コ ン セン ト に配慮でき る 」が 89.1％（ 41 件）、「 柔道整復師の業務範囲、 健康保険制度に則っ た施術を 行う こ
と ができ る 」が 84.8％（ 39 件）であっ た。【 考察】本研究の結果は、 養成施設の卒業時に柔道整復師と し て十分な能力が備わっ
ていないこ と を示し た。 現状の卒後教育は実質的に、 勤務し た施術所で行っ ている 。 そのため、 柔道整復師の一定水準以上
の知識や技能が担保さ れている と は言い難い。 その解決のために、 制度の復活や施術所が実施でき る 研修プロ グラ ムの開発
が必要と 考えた。
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日本体育大学スポーツキュアセンター横浜・ 健志台接骨院における学生スタ ッ フ研修の意義に関するアンケート 調査
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本体育大学ス ポーツ キュ アセンタ ー横浜・ 健志台接骨院）

key words： ス ポーツ キュ アセンタ ー、 学生ス タ ッ フ研修、 臨床現場、 予診

【 背景】日本体育大学ス ポーツ キュ アセンタ ー横浜・ 健志台接骨院（ 以下、 SCC）では、 整復医療学科の学生が、 臨床実習等の
課程と は別に授業時間以外に研修と し て業務の補助を 行っ ている 。 こ の制度は 2018 年に開始さ れたが、 こ の研修が卒業後
にど の様に活かさ れている かは調査さ れていない。 現在、 柔道整復師学校養成施設では臨床実習の目標と し て、 実践的能力
の知識を習得し 、 患者と の適切な対応を 学ぶこ と を 掲げている 。 し かし 、 臨床実習は、 実際に患者と 接する 唯一の実習であ
る にも かかわら ず、 他の医療資格と 比較し て少ない。 そこ で、 本研究の目的は、 SCC で研修経験がある 卒業生に研修の意
義や研修が卒業後にど のよ う に役立つかを 調査し 、 在学中から 研修を 行う こ と の意義を 検討する こ と と し た。【 方法】対象は
SCC で研修経験のある 卒業生 24 名（ 25.0±4.8 歳）と し た。 アンケート は Google フ ォ ームを 用いた。 内容は基本属性、 研修
の意義について、 研修が臨床現場で役に立つかの計 7 問と し た。 回答形式は二者択一、 複数選択肢と し た。【 結果】研修に意
義がある か、 について 98.5％が「 はい」と 回答し 、 特に何に意義を 見出し たか、 について 75.0％が「 予診」と 回答し た。 研修は
臨床現場で役に立つか、 について 98.5％が「 はい」と 回答し 、 特に役に立っ たこ と は何か、 について 50.0％が「 予診」と 回答し
た。【 考察】病態把握の能力は、 正規の臨床実習のみでは十分に獲得でき ない。 研修で行う 予診は、 問診、 視診、 触診等を 行
う 。 その後、 研修生は柔道整復師の診察を 見て、 その判断と 比較し 指導を 受け、 病態把握の能力を 身に付けていく 。 ま た、
SCC ではス ポーツ 外傷で受診する 患者が多く 、 予診に限ら ず、 応急手当や後療法についても 実際の患者を 対象と し て治癒
ま での過程を 学修でき る 。 こ れら のこ と から 、 学生ス タ ッ フ 研修は様々な機会を提供する 有意義な制度である と 考えた。

2 −  B −  6
柔道整復ガイド ライン（ 柔道整復の沿革と 概要）

伊藤　 篤（ 鶴亀整骨院）

key words： 柔道整復学、 業務形態、 業務範囲、 診療目的、 柔整の独自性

【 目的】昨年の本学会で行われた物理療法分科会の場において、「 発表だけで終わら せる のでなく 、 業界全体の基準にする べ
き ではないのか」と の私の質問に対し 、「 そう する べき だと 感じ ている 」と の回答を得た。 そこ で今回は、 第 29 回に発表し た

「 柔道整復ガイ ド ラ イ ンの概要」の続き を 一部発表する 。【 方法】学会の教育研修委員会で作製し た教育研修カリ キュ ラ ムを 元
に、 現在問題と なっ ている 課題や曖昧なま ま と なっ ている 事項を 中心に纏めた。【 結果】1.柔道整復の沿革、 2.柔道整復診療
の業務形態、 3.業務の範囲、 4.柔道整復診療の目的（ 疾患への治療、 人間である 患者への治療、 社会的使命と し てみる 治療、
総合的治療）の 4 項目に分類し た。【 考察】柔道整復学は医学から 独立し た以上、 自分たちで作る 必要性がある 。 それには「 柔
整と は何なのか、 何を し ている のか」を 明確にし なければなら ない。 柔整の歴史的背景、 業務形態、 業務範囲、 診療目的を
明確にし なければ独自性も 生ま れないと 考える 。 長野県ではいち早く 取り 組みガイ ド ラ イ ンと いう 形にし てき た。 ガイ ド ラ
イ ンの必要性を訴える ため毎年発表し 記録にも 残し ている 。 そし て、 学会の分科会でも 必要性を 感じ ている 以上、 作成に取
り 掛かっ ていただく こ と を 期待する 。 ま た、 各都道府県でも 長野県のガイ ド ラ イ ンを 後押し し て下さ る こ と も 併せて期待す
る 。
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2 −  B −  7
柔道整復師が養成施設卒業時に求められる能力 ―テキスト マイニングによるディ プロマ・ ポリ シーと カリ キュラム・ ポリ
シーの分析―

大石有希子、 伊藤　 譲、 森田洋平、 二連木巧、 高須勇斗、 武井佑太、 祁答院隼人（ 日本体育大学大学院保健医療学研究科）

key words： 柔道整復師学校養成施設、 ディ プロ マ・ ポリ シー、 カリ キュ ラ ム・ ポリ シー、 テキス ト マイ ニング

【 目的】中央教育審議会答申は、 三つの方針に基づく 体系的で組織的な大学教育を展開する 必要性を指摘し ている 。 三つの方
針は、 ディ プロ マ・ ポリ シー（ 以下、 DP）、 カ リ キュ ラ ム・ ポリ シー（ 以下、 CP）、 アド ミ ッ ショ ン・ ポリ シーである 。 DP
は卒業ま でに学生が身に付ける べき 資質・ 能力、 すなわち「 学びの目標」で、 CP は DP を 達成する ための具体的な教育課程
の編成・ 実施、 学修成果の評価の在り 方等を示すも の、 すなわち「 学びの内容」であり 、 両者の一体性・ 整合性が強く 求めら
れている 。 し かし 、 柔道整復師養成施設（ 以下、 養成施設）の三つの方針に関する 報告は皆無である 。 そこ で本研究は DP を
分析する こ と 、 DP と CP の整合性を 検討する こ と を 目的と し た。【 方法】対象は、 養成施設が公開する DP およ び CP と し た。
DP は、 単語頻度解析と 特徴語抽出を 行っ た。 次に、 単語頻度解析の結果を 基に共起ネッ ト ワ ーク 分析を 行っ た。 DP と CP
は、 用語の出現頻度を ク ロ ス 集計、 関連性を共起ネッ ト ワ ーク 分析にて検討し た。 解析は Text M ining Studio 6.4 を 使用し 、
テキス ト マイ ニン グによ る 内容分析を 行っ た。【 結果】DP の単語頻度は、「 知識」「 身」「 能力」が多く 、「 技能」「 能力」「 知識」が
特徴語と し て抽出さ れた。 共起関係は、「 知識」と「 身」を 中心に「 知識、 技能を 身につける 」の用語が最も 大き かっ た。 DP と
CP の関連性は、 用語の出現頻度が高く 、 強い関連を 示し たのは「 医療」であり 、 専門用語の「 整復法」や「 外傷」は出現頻度が
少なく 、 関連がみら れなかった。【 考察】養成施設が掲げる DP は「 医療」と いう 言葉に集約さ れ抽象的であり 、 卒業時の柔道
整復師像や備えておく べき 能力を具体的にイ メ ージでき ないこ と が示さ れた。 ま た「 学びの目標」と「 学びの内容」と の関連が
不明瞭である ため、 現状の CP では DP で示さ れた能力の獲得を 示し ている と は言い難いと 考えた。

2 −  B −  8
熟達柔道整復師による「 修羅場の経験」の語り に関する予備的研究

稲川郁子（ 日本体育大学）

key words： 柔道整復師、 熟達柔道整復師、 修羅場の経験、 語り 、 暗黙知

【 目的】本研究では、 柔道整復師の中でも と り わけ「 ほねつぎ 」と し て の高度な 専門性を 持つ熟達柔道整復師 expert judo 
therapists の語り anecdotes に着目し 、 彼ら の「 修羅場の経験」の語り を 記述する こ と によ る 英知伝承の可能性について改め
て考察し た。【 方法】先行研究の検討を 行っ た。【 結果およ び考察】2015 年の本大会において、 熟達柔道整復師の構成要件の
ひと つに、 豊富かつ多彩な修羅場の経験 extreme experiences がある こ と を 述べた。 本研究における 修羅場と は、 専門職が
その職務において高度に複雑で危機的な状況に遭遇し た状態を意味し 、 柔道整復師においては、 判断と 判断に続く 対処がき
わめて困難な症例と の対峙がこ れにあたる。 2016 年大会で、 ほねつぎと し ての英知を 継承し ている 熟達者たちは引退、 高
齢化し つつあり 、 英知の保存と 伝承が焦眉の急であり 、 方途の模索が不可欠である こ と を述べた。 本発表では、 熟達柔道整
復師によ る 修羅場の経験に関する 語り によ る 英知伝承の可能性について、 社会学およ び教育学的観点よ り 、 新たな知見を 踏
ま えつつ考察する 。

2 −  B −  9
患者は柔道整復師に何を期待し ているのか

木下広志 
1）
、 山崎邦生 

2）
（

1）
 岡山大学大学院ヘルス シス テム 統合科学研究科博士前期課程 2 年生、

2）
 岡山県柔道整復師会・

山崎整骨院）

key words： 医療連携、 アンケート 調査、 イ ンタ ビ ュ ー調査、 信頼、 伝統医療

【 目的】2012 年に始ま っ た会計検査院の調査以来、 柔道整復師は多く の保険者から の信頼を 失い、 柔道整復療養費は減少を
続けている 。 厳し い経営環境である にも かかわら ず接骨院は増加し 続けており 、 収益構造の悪化から 利益の確保が目的と な
り 、 患者中心のサービ ス を見失っ ている よ う にも 見える 。 医療の補完代替サービス と し て国民から 求めら れている 柔道整復
師本来の役割を 再考する 。【 方法】某県公益社団法人柔道整復師会会員の協力を 得て行っ たアンケート 調査を も と に、 医療連
携数（ 紹介状数）と 柔道整復療養費（ 件数と 金額）と の相関を 分析し た。 同時に 10 名の柔道整復師と 3 名の患者に対し てイ ン
タ ビ ュ ー調査を 実施、 質的調査手法である M-GTA 法で分析し 、 結果図を 作成し た。（ 分析アプリ ケーショ ンと し て N-VIVO
を 使用）【 結果】医療連携数と 柔道整復療養費には、 正の相関がある こ と が見て取れたが、 その関係に影響を 与える 様々な要
因がある こ と が示唆さ れた。 例えば、 勤務柔道整復師の存在だ。 ス タ ッ フ数が多いと 医療連携の情報提供書を作成する 時間
が得ら れやすく 、 そも そも 患者数が多いため、 医療連携の対象者も 多いこ と が予見さ れる 。 イ ンタ ビュ ー調査から は、 キー
ワ ード と し て「 信頼」と いう 言葉が柔道整復師、 患者の両者から 発せら れ、 結果的に手術と なっ たが安心し て医療サービス を
受ける こ と ができ たと 語ら れた。 特に柔道整復師から 紹介さ れた医師が、 別の情報源、 例えば家族や SNS など によ っ て良
い評判が聞かれたと き に安心度が高ま る こ と が分かっ た。【 考察】柔道整復師が今後も 活躍する には、 国民の健康を 守る 医療
制度への貢献が必要であり 、 それには患者満足度が高く なければなら ない。 それは世界中に存在する 様々な伝統医療が、 社
会制度やイ デオロ ギーによ っ て成立し ている のではなく 、 近代医療だけでは満足でき ない患者の希求によ っ て成立し ている
こ と から も 理解でき る 。

第
二
日
目
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2 −  B −  10
柔道整復養成コースに所属する大学生の各学年におけるアイディ ンティ ティ の検討

寺山音葉 
1）
、 井上明季 

1）
、 井上　 仁 

2）
、 尾藤何時夢 

1,2）
、 高本考一 

1,2）
（

1）
 東亜大学人間科学部ス ポーツ 健康学科柔道整復コ ー

ス 、
2）
 東亜大学通信制大学院）

key words： 自我同一性、 進路

［ 背景］アイ ディ ンティ ティ（ 自我同一性）と は状況・ 環境を 問わず「 自分は何者か」、「 自分の存在意義は何か」等の自己認識が
他者認識と 一致し ている 感覚である 。 自我同一性は青年期である 大学生の年代で成熟さ れていき 、 進路に向けた在学中の行
動に影響する こ と が示唆さ れている 。 し かし 、 柔道整復養成コ ース に所属する 大学生の学年によ る 自我同一性の違いは明ら
かにさ れていない。 本研究では柔道整復養成コ ース に所属する 大学生を対象に学年によ る 自我同一性の違いを多次元自我同
一性ス ケール（ M ultidimensional Ego Identity Scale； MEIS）によ り 評価し 比較・ 検討し た。［ 方法］柔道整復師養成コ ース に
所属する 大学生（ 1-4 年生）55 名を 対象と し た。 自我同一性の評価は MEIS を 用い、「 自己斉一性・ 連続性」、「 対自的同一性」、

「 対他的同一性」、「 心理社会的同一性」の自己同一性の 4 因子を評価し た。 ま たアンケート 調査によ り 在学中の進路に向けた
行動（ 整骨院への見学及び説明会参加、 ト レ ーナー活動参加等）を 調査し た。 学年によ る MEIS 及び大学在学中の進路に向け
た行動の有無を 比較し た。［ 結果］学年によ り 整骨院や整形外科への見学及び説明会、 ト レ ーナー活動の参加の有無に有意な
違いが認めら れた。 し かし 、 学年によ る MEIS の各因子のス コ ア及び総ス コ アの違いは認めら れなかっ た。［ 考察］柔道整復
養成コ ース に所属する 大学生では学年によ る 自我同一性の違いは認めら れず、 進路に向けた在学中の行動に自我同一性は関
連し ないこ と が示唆さ れた。

2 −  B −  11
「 柔道整復師国家試験問題に関する検討」 ―柔道整復理論の出題傾向について―

木村初美、 中島琢人（ 宝塚医療大学）

key words： 柔道整復師、 国家試験、 柔道整復理論、 出題傾向

【 目的】本研究は国家試験の柔道整復理論における 出題傾向を 知る ために、 第 1 回～第 30 回ま での柔道整復理論の出題数と
出題割合を 調査し 報告する こ と と し た。【 方法】第 1 回～第 30 回の国家試験を 10 年ご と にま と めて、 第 1 回～第 10 回、 第
11 回～第 20 回、 第 21 回～第 30 回の 3 群（ 以下： 3 群）に分け、 出題数を 算出し 、 中項目の平均出題数から 3 群の比較を行っ
た。 3 群の比較には Tukey-Kramer 法を 使用し た。【 結果】骨折、 脱臼から の平均出題数に有意差はなかっ たが、 下肢の軟部
組織損傷において、 第 1 回～第 10 回と 第 21 回～第 30 回、 第 11 回～第 20 回と 第 21 回～第 30 回の比較で有意差がみら れた。
特に膝関節の軟部組織損傷については著し く 増加し ていた。【 考察】全体的と し て、 第 1 回～第 10 回よ り も 第 11 回～第 20 回、
第 21 回～第 30 回と 回数を 重ねる ごと に平均出題数は増加傾向にあっ た。 理由と し て、 第 13 回と 第 28 回でそれぞれ必修問
題数が増加し ており 、 第 28 回から 柔道整復理論は必修問題から 32 問程度出題さ れ、 国家試験の問題数に占める 柔道整復理
論の割合が増加し ている こ と が挙げら れる 。 国家試験において出題基準の改訂に伴い、 柔道整復師になる ために求めら れる
知識量が増えている ため平均出題数が増加傾向にある と 考えら れる 。 ま た 1． 骨折、 2． 脱臼、 3． 軟部組織損傷において、
発生頻度の高い損傷は出題が多い傾向にある ため、 発生頻度の高い損傷を優先的に理解し ておく 必要がある 。【 結語】全体と
し て発生頻度が高い項目において出題が多い傾向がみら れたが、 近年は健康意識の増加から ジョ ギングなど のス ポーツ 活動
も 増加し ており 、 国家試験の出題においても 下肢の軟部組織損傷が増加し ている こ と から 、 国民に安全な医療を提供する た
めには、 時代背景に沿っ た発生頻度の高い損傷を 優先的に理解し ておく 必要がある と 考えら れる 。

2 −  B −  12
脱臼・ 骨折シミ ュレータ ーを用いたコレス骨折の徒手整復に対する教育手法の検討

高須勇斗、 伊藤　 譲、 大石有希子、 森田洋平、 二連木巧、 武井佑太、 祁答院隼人（ 日本体育大学大学院保健医療学研究科）

key words： 脱臼・ 骨折シミ ュ レ ータ ー、 徒手整復、 コ レ ス 骨折、 動画視聴

【 背景】一般に、 柔道整復師学校養成施設で行われる 徒手整復の教育手法は、 座学は教科書を 用いて図や写真で解説し 、 実習
は健常者で手本を 見せ、 学生同士で練習を 行う 。 こ の教育手法の問題点は、 リ アルさ に欠け、 徒手整復時の骨の動き を 確認
でき ないこ と である 。 近年、 徒手整復のシミ ュ レ ータ ーが市販さ れた。 そこ でわれわれは、 シミ ュ レ ータ ーを 用いてコ レ ス
骨折に対する 徒手整復の座学と 実習を実施し 、 こ の教育手法に関する アンケート 調査を 行ったので報告する 。【 方法】対象は
本学整復医療学科に在籍する コ レ ス 骨折を 学修前の学生 31 名と し 、 教科書を 用いた講義動画によ り 学修する 群（ 以下、 現状
群）と シミ ュ レ ータ ーを 用いた講義動画によ り 学修する 群（ 以下、 シミ ュ 群）に分けた。 座学の評価は動画視聴前後に実施し
た CBT の点数によ り 行っ た。 実習の評価は、 両群に対し 定型的コ レ ス 骨折の骨片転位を 再現し た、 シミ ュ レ ータ ーに対し
て徒手整復を 行わせ、 整復完了後の骨片転位の残存の程度によ り 行っ た。 アンケート 調査の項目は満足度や整復に対する 興
味と し た。【 結果】座学の点数は、 現状群に比べてシミ ュ 群で高かっ た。 実習の整復完了後に、 骨片転位が残存し た程度は、
現状群と シミ ュ 群に差を 認めなかっ た。 アン ケート 調査の結果は、 シミ ュ 群において全員が整復に対する 興味について「 と
ても 深ま っ た」と 回答し た。【 考察】CBT の点数は、 現状群と シミ ュ 群の比較において、 シミ ュ 群はシミ ュ レ ータ ーを 用いた
動画によ り 徒手整復のイ メ ージが深ま っ たこ と で現状群よ り 向上し たと 考えた。 徒手整復によ る 骨片転位は、 両群共にほぼ
正確に除去でき た。 こ れは骨の動き を視認し て整復でき る ためと 考えた。 ま た、 整復に対する 興味は、 シミ ュ 群のほう が深
ま っ たこ と から 、 学修に関する 意欲と いう 観点から 、 シミ ュ レ ータ ーを 用いた実習は有用である 。
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2 −  B −  13
柔道整復師養成課程学生による人力飛行機パイロッ ト へのスポーツ医科学サポート  ～他学部・ 学科と の共同プロジェ クト
参画による教育効果～

森田秀一、 成瀬萌花、 佐藤珠美（ 帝京大学医療技術学部柔道整復学科）

key words： 柔整教育、 ス ポーツ医科学サポート 、 社会人基礎力

【 背景】鳥人間コ ンテス ト 2022「 人力プロ ペラ 機部門」への出場を 果たし た T 大学学生団体 Sky-project は、 本大会の記録延伸
を 目的に、 機体のエンジンと も いえる パイ ロ ッ ト の体力強化と 体力データ の蓄積を する ため、 柔道整復師養成課程の研究室
と 共同プロ ジェ ク ト を 発足し た。 本発表の目的は、 学部・ 学科を 超えた学生が参画する プロ ジェ ク ト にど のよ う な教育効果
がある のか、 その有用性を検討する こ と である 。【 方法】柔道整復師養成課程学生である 学生 3 名が理工学系パイ ロ ッ ト 学生
1 名を 対象に、 T 大学運動施設にて 2022 年 3 月～7 月の 5 ヶ 月間での体力測定（ 16 項目）およ び計 45 回の体力強化サポート
を 実施し た。 本大会後に、 選択式・ 記述回答式 15 問で構成さ れる 質問紙調査を実施し た。【 結果】本大会 10 日前時点で体力
指標の目標値を達成し 、 大会数日前～当日にかけて本大会会場に帯同し コ ンディ ショ ニングサポート を 実施し た結果、 チー
ム最高記録を 大幅に更新する 記録であっ た。 大会後アンケート の選択式質問 1～8 では、 本プロ ジェ ク ト への参加について
全員がポジティ ブな印象を 持つ結果であり 、 ネガティ ブな印象を 持つ者はいなかっ た。 記述式質問 14 では、 理工系と 医療
系と いう 別分野の課程での学びをし ている 学生の交流が双方への分野理解と 尊重を 得ている 内容の記載があっ た。【 考察】本
プロ ジェ ク ト では、 5 ヶ 月間にわたり 達成すべき 目標に向けた課題解決の取り 組みを「 学部・ 学科を 超えたチーム 」で繰り 返
し 検討・ 実践し たこ と で、 体力に関する 目標達成に繋がっ たも のと 考えら れる 。 こ れは、 経済産業省が“ 人生 100 年時代の
社会人基礎力 " と し て提唱し ている「 前に踏み出す力」「 考え抜く 力」「 チームで働く 力」のすべてに関連し ており 、 質問 14 の
結果を 踏ま える と 、 社会人基礎力の醸成に向けた教育活動と し て有用である こ と が示さ れたも のと 考えら れる 。

2 −  B −  14
超音波画像観察装置における画像の再現性計測システムの検討

中村尚志 
1）
、 川口央修 

2）
、 有沢　 治 

3）
、 坂本　 歩 

2）
（

1）
 呉竹医療専門学校、

2）
 呉竹学園、

3）
 呉竹メ ディ カルク リ ニッ ク ）

key words： 超音波画像観察装置

【 目的】平成 28 年よ り 医用画像を 理解する 目的で柔道整復術適応の臨床的判定（ 医用画像の理解を 含む）が養成カリ キュ ラ ム
に加えら れた。 そし て、 柔道整復師の施術において超音波画像観察装置の活用頻度はま すま す高く なっ ている が、 その画像
の再現性を 目的と し た観察方法の標準化は確立が困難なま ま であり 、 ま た、 学校の教育においても 、 学生への指導の定性化
に向けた教育方法の模索が続いている 。 そこ で今回は、 画像の再現性を高める ために計測シス テムの検討を 行っ た。【 方法】
超音波観察装置（ Canon 製 Xario100G）のプロ ーブに 3 軸ジャ イ ロ センサー（ WitMotion Shenzhen 製 WT901BLECL）を 取り 付
け計測を 行い、 フ ァ ント ムを観察し た画像のプロ ーブの角度を 記録（ SPSS ver26）。 記録し たプロ ーブの角度に合わせる よ う
プロ ーブ走査を 行っ て画像の描出を 実施記録し 、 その画像の一致率を 画像比較ソ フ ト（ 山田宗氏作成 ImageFileComparerS_
v1.3 およ び画像の一致率取得ソ フ ト ）にて比較し た。【 結果】今回の観察には人体ではなく フ ァ ン ト ム を 用い、 計測は容易で
あっ たため、 画像の一致率が高く 算出さ れた。 今後は、 こ のシス テムを人体に応用し て再現性の計測を 行っ ていく こ と で学
校教育への活用方式の確立を 目的に実験を 継続し ていく 予定である 。

2 −  B −  15
機能解剖学における学修形態の違いが学修効果に及ぼす影響 -VR と タ ブレッ ト の比較検討-

萩原有紗、 中川達雄、 中川貴雄（ 宝塚医療大学　 保健医療学部　 柔道整復学科）

key words： VR、 タ ブレ ッ ト 、 学修、 テキス ト マイ ニング、 KH Coder

【 目的】本研究は ICT 化が進むなか、 機能解剖学における 学修形態の違いが学修効果に及ぼす影響について、 VR と タ ブレ ッ
ト 端末を用いて比較検証する こ と を目的と する 。【 方法】対象は医療大学 4 年生 36 名（ 21.3±0.4 歳）であっ た。 群分けは、 VR
学修を 行う 群と タ ブレ ッ ト 学修を 行う 群の 2 群と し 、 無作為に割り 付けた。 各群の学修を 受けた後に優れている 点と 改善点
についての記述式アンケート を 実施し 、 アンケート に対し ては、 テキス ト マイ ニング（ KH Coder3）を 用いて、 頻出語の抽出
と 共起ネッ ト ワ ーク 分析を 実施し た。【 結果】テキス ト マイ ニン グの結果、 優れている 点において共起ネッ ト ワ ーク 図よ り 、
両群で共通し た頻出語句は、「 立体」「 分かる 」「 イ メ ージ」など が抽出さ れ、 VR 学修の特徴語と し て「 人体」「 臓器」が、 タ ブレ ッ
ト 学修の特徴語と し て「 見える 」「 記憶」「 器官」が抽出さ れた。 改善点においては、 共通し た頻出語句で「 難し い」「 操作」など が
抽出さ れた。 VR 学修の特徴語は、「 目」「 メ ガネ」など が抽出さ れ、 タ ブレ ッ ト 学習の特徴語は、「 機能」「 場所」「 アプリ 」など
が抽出さ れた。【 考察】ど ちら の群も 立体的に見る こ と ができ 、 全体像の把握ができ る こ と から 骨や内臓など の位置関係がイ
メ ージでき る こ と が考えら れた。 ま た、 改善点においては、 両群で「 操作」「 難し い」「 細かい」など の語句が頻出語と し て抽出
さ れたこ と から 、 機能の改善が必要である こ と が考えら れた。 VR 学修では詳細な説明や細部を 見る こ と が難し いこ と が課
題点と し てあげら れた。 一方、 タ ブレ ッ ト 学修では教科書や参考書など の詳細な説明が書かれたも のを 併用し て見る こ と が
でき る こ と から 、 VR 学修は初年次の機能解剖学の導入教育に適し ており 、 タ ブレ ッ ト 学修は教科書など を 併用する こ と で、
国家試験勉強などの事細かな学修を 行う こ と に適し ている こ と が示唆さ れた。

第
二
日
目

81

会 員 発 表



2 −  B −  16
アンケート 調査に基づく 学生指導が学力に与える影響

米原裕二（ 東京メ ディ カル・ ス ポーツ 専門学校）

key words： 学校教育、 将来像、 モチベーショ ン

【 背景】学校教育では学力低下が課題と なっ ている 。要因と し て、学習に対する モチベーショ ンが重要だと 中里ら が報告し た。
学習に対する モチベーショ ン対策は、 アク ティ ブラ ーニングや反転授業が挙げら れる 。 し かし 、 やら さ れ感に陥り モチベー
ショ ンを 下げる 学生が少なく ない。 そこ で本研究は、 自己実現欲求に着目し た。 なり たいと 思える 将来像へのアプロ ーチが
モチベーショ ンを 向上し 学力に影響を 与える と 考えた。【 目的】将来像に基づく アプロ ーチが学力に与える 影響を 調査する 。

【 方法】本研究は、 T 学校の 2 年生（ Con 群 29 名、 介入群 25 名）を 対象と し た。 調査期間は 2021 年 4 月から 2021 年 10 月と
し た。 調査項目は入学前及び定期的アン ケート（ 将来の目標像、 現在働いている 場所、 将来の目標及び現在の学習に対する
モチベーショ ン）、 模擬試験結果と し た。 介入方法は、 集計結果を PowerBI で可視化し 、 自己実現する 行動に関し て動機づ
けを 行っ た。 分析方法は単純集計及び相関分析と し た 。【 結果】入学時の将来像（ ス ポーツ 系）は Con 群が 97％、 介入群は
88％であ っ た。 2 年次 4 月は Con 群が 48％、 介入群では 68％であ っ た。 入学時と 比較し Con 群が 49％低下、 介入群では
20％低下し た。 10 月は Con 群が 52％、 介入群では 88％であっ た。 4 月と 比較し 介入群では 20％増加し た。 現在働いている
場所（ ス ポーツ 系）は 2 年次 5 月では Con 群が 18％、 介入群では 24％であっ た。 10 月は Con 群が 16％、 介入群では 50％で
あっ た。 4 月と 比較し 介入群では 26％増加し た。 将来の目標像と 学習に対する モチベーショ ン は、 5 月から 10 月にかけて
正の相関関係を 認めた。 模擬試験の結果は Con 群 80.4±32.5 点、 介入群 86.6±31.9 点であっ た。【 考察】将来像にアプロ ー
チする 事で、 将来と 学習に対する モチベーショ ンが向上し 、 学力にも 影響を 及ぼすと 示唆さ れた。

2 −  B −  17
柔道整復師養成課程女子学生の FAT に関する認知度および関心度の実態調査

佐藤珠美、 森田秀一（ 帝京大学医療技術学部柔道整復学科）

key words： FAT、 質問紙調査、 柔道整復師養成課程女子学生

【 背景】女性アス リ ート の三主徴（ Female Athlete Triad： FAT）は重大な健康問題であり 、 全ての女性アス リ ート は適切なサ
ポート を 受ける こ と が望ま し いと さ れている 。 し かし 、 サポート する 立場にある 関係者を 対象と し た FAT の認知度や関心
度の調査は見当たら ない。 そこ で本研究は、 柔道整復師養成課程の女子学生を 対象に FAT の認知度と 関心度を 調査し 、 そ
の実態を 明ら かにする こ と 目的と し た。【 方法】T 大学柔道整復師養成課程の女子大学生 65 名を 対象に、 集合調査法にて質
問紙調査を 実施し た。 質問項目は、 属性と FAT の関心度・ 認知度に関する 質問と し た。【 結果】有効回答 65 件（ 回収率
100％）を 分析対象と し た。 女性アス リ ート へのサポート に関心がある と 回答し た者は 77.7％であり 、 学びたいと 回答し た者
は 90.6％であっ た。 一方で、 FAT に関する 学習機会の有無では、 学習機会がある と 回答し た者は 33.3％であり 、 FAT の認
知度では、 聞いたこ と があ る 者は 81.6％であ っ たが、 説明でき る と 回答し た者は 10.8％であ っ た。 FAT の予防に関する 4
項目の正答率は、 それぞれ 63.1％、 96.9％、 33.8％、 98.5％であっ た。【 考察】柔道整復師養成課程の女子大学生は、 女性ア
ス リ ート サポート およ び FAT への関心度が高く 、 学習意欲が高いこ と が明ら かと なっ た。 し かし 、 FAT の学習機会がある
者は 3 割程度にと ど ま り 、 説明でき る と 回答し た者はわずか 1 割であっ たこ と から 、 学習機会は十分に提供さ れている わけ
ではないこ と が示さ れた。 さ ら に、 我々が高校女子バス ケッ ト ボール選手 100 名を 対象に同様の調査をし た結果と 比較する
と 、 認知度と 予防に関する 知識は同等であっ た。 こ のこ と から 、 アス リ ート と サポート する 者のど ちら も FAT についての
知識は十分ではなく 、 FAT の可能性を 認識でき ず見逃し てし ま う 可能性がある こ と が示唆さ れた。

2 −  C −  1
当院における高齢者脊椎圧迫骨折に対する保存治療成績

齊藤岳史、 林原弘典、 山﨑　 剛、 髙谷真一、 鈴木貴裕、 大里臣吾、 山口樹生、 葛西美帆、 山本祐太（ 医療法人　 景眞会　
高山整形外科）

key words： 高齢者、 骨粗鬆症、 脊椎圧迫骨折、 体幹筋力

【 はじ めに】高齢者脊椎圧迫骨折に対し 、 当院では早期に運動療法を実施し ている 。 今回、 我々は脊椎圧迫骨折の保存治療成
績について検討し たので報告する 。【 対象と 方法】症例は 19 例（ 女性 18 例、 男性 1 例）、 年齢は平均 79 歳（ 65～97 歳）、 YAM
比平均 67％（ 51～102％）、 身長低下平均 6cm（ 0.2～12cm ）。 発生機序は転倒・ 転落 8 例、 重量物挙上 4 例、 誘因なし 4 例、
その他 3 例であり 、 発症から 受診ま での期間は平均 11 日（ 0～43 日）、 1 椎体骨折 15 例（ Th10： 1 例、 Th12： 6 例、 L1： 3 例、
L2： 3 例、 L4： 1 例、 L5： 1 例）、 2 椎体骨折 4 例（ Th7、 11： 1 例、 Th11、 12： 1 例、 L2、 3： 1 例、 L3、 4： 1 例）であ っ た。
保存治療は軟性ま たは半硬性コ ルセッ ト を 3 カ月装着し 、 骨粗鬆症症例に対し ては治療薬を 投与し た。 運動療法は急性期か
ら draw in を 開始し 、 骨折部が安定し た回復期以降は hand-knee 等の体幹筋力訓練を 行っ た。 初診時、 3 カ月後の単純 X 線
像にて圧潰率（ 前壁と 後壁高の比）が 15％以上、 後弯角（ cobb 角： Th4～L2）が 10°以上進行し た症例を 椎体変形例と し 、 変
形あり 群（ 6 例： 平均 84 歳）と 変形なし 群（ 13 例： 平均 77 歳）の 2 群に分け、 JOA ス コ ア、 YAM 比（ 前腕 dexa）、 体幹筋力と
の関連について検討し た。 体幹筋力は当院で実施し ている 高齢者体幹筋力テス ト（ レ ベル 0～3）を 用いて評価し た。【 結果】
JOA ス コ アは変形あり 群： 16 点、 変形なし 群： 22 点、 YAM 比は変形あり 群： 59％、 変形なし 群： 71％、 体幹筋力レ ベルは
変形あり 群： 0～1： 5 例、 2： 1 例、 変形なし 群： 0～1： 5 例、 2～3： 6 例であっ た。【 考察】椎体変形や体幹筋力低下は ADL
低下をき たす要因と 考えら れる 。 早期から 姿勢指導や体幹筋力訓練等の運動療法を 行う こ と は ADL 改善に重要である 。
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